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論 文 内 容 要 旨
緒論
現在、日本 国内のゴマ栽培 は自家用が 中心で、農家 当 り平均栽培面積は10ア ールに満たな
い。一部の地域では、高品質な ゴマ に対す る国産志向の高 ま りに よりその栽培が見直 され、
新 規作物 として導入 したい とい う要望は年々増加 している。 しか し、国産 ゴマの価格は輸入
ゴマの10倍 以上 とな り実需者か らの需要 は限定 されている。
ゴマ種子 中の リグナン類 、中で もセサ ミンおよびセサモ リンについて数多 くの機能性が報
告 され 、ゴマ は栄養特性に優れた植物油脂である とともに、機 能性 の高い食品の一つ として
広 く認識 された。そ こで、セサ ミンおよびセサモ リン含有量の多い品種 の育成 は国産 と外国
産の差別化 を可能 にし、より高い付加価値 を有す る作物 としてその栽培 の復興 に貢献す ると
考えた。
セサ ミンお よびセサモ リンの含有量が多 く、機能性 を増 した新 しい ゴマ品種 を育成するた
め、まず対象成分の分析法 を検討 し育種の選抜過程 で生 じる多数 サンプルの分析に使用可能
な抽 出溶媒 と簡易抽出法を検討 し、分析所要時間の短縮 による迅速化を試みた。また、これ
らの含有量 に個体内の変異があることか らこの変異特性 と種子 の成熟に伴 う変動特性 との関
係 を解析 し、成分特性の評価法を確立 した。 これ らの分析法、評価法によ り目本の栽培条件
に適 し機能性の高い新 しい ゴマ品種の育成 を試みた。更 に本研究で育成 したゴマ新品種の栽
培条件等 の違いによるセサ ミンお よびセサモ リン含有量 の安定性 を評価す ると共に、動物実
験 で健康機 能性 の実証を試 みた。
第1章 ゴマ種子中に含 まれ るセサ ミンおよびセサモ リンの迅速分析法の開発
セサ ミンお よびセサモ リンは、クロロホル ム:メ タノール2:1混 合液やエーテル等 を用いた抽出
と、約25分 間のHPLC分 析が報告 された。 しか しこれ らの手法 は用いる溶媒の毒性が高く、抽出
操作や分析 に時間を要す るこ とか ら、これに替わ り育種 の選 抜過程で用い ることの出来 る迅速分
析法を開発 した。
第1節 抽 出溶媒 ・回数お よび試料種子 量の検討
本節では、抽出溶媒 として比較的毒性の少 ないエ タノール を検討 した。材料は、 自然乾燥
した金 ゴマ 「真瀬金」お よび白ゴマ 「関東1号 」を用いた。試料種子(「 真瀬金」100mg)に 、
抽出溶媒 とし70%、80%、90%濃 度 のエタノール(10ml)ま たはクロロホルム:メ タノール
2:1混 合液 を加 え、30秒 間ホモジナイザー(ヒ スコ トロン(マ イクロテ ックニチオ ン製))
で摩砕抽出 し、各々の抽出効率を検討 した。その結果、対照 とした従来のクロロホルム:メ タ
ノール2:1混 合液の抽出効率 と70%、80%、90%の どのエタノール濃度で も抽 出効率間に有
意差は認め られなかった(第 ユ表)。
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抽 出試料量の検討では材料 に 「関東1号 」を用い、10、50、100、200mgの 各種子量 のサ ン
プル種子を80%エ タノール(10mユ)で3回 抽出 し、}PLC分 析値か ら抽 出効率の比較を行 った。
その結果、セサ ミンはサ ンプル種子量間で測定値に差 は認 められなかったが、セサモ リンに
っいては10mg、50mg種 子での抽出効率が高 く、特 に50mg種 子では高い抽 出効率で安定 した
分析値が得 られた(第1図)。
抽出回数毎の抽出効率を比較す ると、80%エ タノール に よる抽 出1回 目の抽出効率はクロ
ロホル ム:メ タノール2:1混 合液 での抽出効率 に比べて低かったが、2回 目以降の抽 出量
に有意差は認 め られなかったので、抽 出操作 は2回 とした。







































1)試 料 種子(真 瀬 金100mg)を30秒 間磨 砕抽 出.3回 抽 出.
平:均値 ±S.D,(n=3),














試料種子は関東1号,抽 出操作は80%エ タノールで3回 抽出した
異なる文字は有意水準5%で 有意差有.n茸10.
第2節HPLC分 析 時間 の短縮
本 節 では分 析 時間 の短縮 法 の た め 、移 動相 の濃 度条 件 を検 討 した。WatersRadiaユrPAK80
×100㎜CartridgeC18カ ラム を用 い 、セ サ ミンお よびセ サ モ リンの純 品 をメ タ ノール に各 々
4mg/mユ の濃度 で溶 解 した溶 液 を20μ1注 入 し、溶 媒 濃度70%、80%、90%メ タ ノール に設 定
した}PLC条 件 で各成 分 の分離 を検討 した。 各 溶 媒濃 度 で のHPLCパ ター ンよ り、80%メ タ ノ
ール を溶媒 濃度 として 分析 す る とセ サ ミンお よびセ サ モ リンが分離 され て測定 可能 で
、従 来
法 の4分 の1以 下の約5.5分 で2つ の成 分 の分 析 が 可能 に なった(第2図)。 以上 の検 討 に
よ り、育種 に お ける多 くのサ ンプル のセ サ ミンお よび セ サ モ リン含 有量 を迅 速 に測 定す るた
め、第3図 にま とめた分析 方 法 を 開発 した。 この手 法 を用 い るこ とで1日 当た り約100点 の



















溶 出 時 間
第2図 標 準 液 に お け るHPLCパ タ ー ン の 比 較.カ ラ ム:WatersRadial-Pak80x100㎜CartridgeC18、
流 速2ml/min、 検 出 器Waters470走 査 蛍 光 検 出 器EM340nm、EX280nm、
溶 媒 濃 度MeOH-H20(90%、80%、70%).










占 80『噂 工 タ ノ ー ル10ロ1旬 え30秒 闇 庫 砕

























































































瞳2雌 湿 合 後 鴻 雛 眺 去
カ ラ ム:Do》olo8ilOOS-10
移 馳 槍:唱60開:醐20く7=3)エ チ ル に
漉 遮=3■1.口in-1.
検 轟臨=口 馳F290n塵
分 桁 時 閏;的25分 聞 セ サ ミ ン セ サ モ リ ン
第3図 セサ ミンお よびセサモ リン含有量の迅速分析法
第2章 セサ ミンおよびセサモ リン含有量の変動特性の解析 と評価法の確立
本章 では、セサ ミンお よびセ サモ リン含有量が変動す る要因を明 らかに し、種子 中のセサ
ミンおよびセサモ リン含有量の品種 ・系統間差異を効率的かっ的確 に把握す るための知見を
得 ることを 目的 と した。
材料は実用的に栽培が可能でセサ ミンお よびセサモ リン含有量に変異がある、1節1萌 果
型の5系 統 を選定 した。農林水 産省農業研究セ ンター(現 中央農業総合研究セ ンター)谷 和
原畑圃揚(茨 城県筑波郡谷和原村)で 栽培 した。播種は2000年6月14日(標 準播)、6月
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29日(晩 播)お よび7月10日(極 晩播)に 行った。 開花期間中には、各試験区の主茎 の開
花 した花柄 に開花 日を記 したラベル を付 した。8月24日 から2週 間間隔で4回 のサ ンプ リン
グを行い、各 区よ り無作為 に5個 体を刈取 った(第4図)。 各試験区当り刈取 った5個 体で
開花 日別にサンプル を分け、サンプル 当た り2反 復 でセサ ミンおよびセサモ リン含有量 を測
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ン リ ン SISIIS-DSN
第4図 異 な る 播 種 期 に お け る 開 花 始 と サ ン プ リ ン グ 時 期,
播 種 期;標 準=6月14日 、 晩:6,月29日 、 極 晩:7月14日 に そ れ ぞ れ 播 種.
サ ン プ リ ン グ 時 期;SI:8月24日 、SH:9月5日 、S皿:9月19日 、SIV:10月4日 に 無 作 為 に5個 体
を 刈 取 っ た.▲=播 種 △:開 花 始
第1節 種子 の成熟 とセサ ミンおよびセサモ リン含 有量 の変動 の関係
個体内のセサ ミン ・セサモ リン含有量 の変異 と種子の熟度による変異の関係 を調査 した。
標準播区の株 内で、開花 日のラベルを付 けた萌果 とその上下1萌 果の種子 を同 じ開花 日とし、
個体内の成分の含有量 を解析 した。 また成熟に伴 う含有量 の変動は、標準播 区か らサ ンプ リ
ング した4時;期(SI～SIV)の サンプルで、8月8日 に開花 ・結実 した萌果の種子 に着 目し、
粒重 と含有量を調査 した。各サンプルの開花後 日数は、16日 か ら57目 までだった。 ゴマ1
個体内で、開花期 は開花 日ボ最 も早い最下節か ら遅い上位節 まで約30目 の違いが あ り、粒重
は上位節の種子程軽 く開花後30～40日 を経過 した節位の種子が最大 でそれ より下位節 では
殆 ど増減 しなか った。1粒 当 りセサ ミンお よびセサ モ リン含有量は、開花直後の上位の節位
か ら下位 になるに従 って増加 し、開花後30日 前後 の節位 の種子が最大で、成熟が進んだ下位
節の種子で開花後 日数の経過 に伴 って減少 した(第5図)。 その変動パター ンはこれ らの含
有量の多少にかかわ らず同様だった。種子の成熟 に伴 い粒重やセサ ミンおよびセサモ リン含
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有量は、28日 目か ら42日 目にかけて最大値 に達 し、その後は変動が小 さかった。セサ ミン
含有量は、全系統で28日 目が最大で42日 目以降は減少 した。セサモ リン含有量の変動 もセ
サ ミン含有量 と同様のパター ンだったが、セサモ リン含有量が極少ない80768は 、登熟期間
を通 じ明瞭な変動は認 められなかった。登熟の進行過程で粒重 の品種問差は明瞭でなかった
が、セサ ミンおよびセサモ リン含有量の品種間差 は、28日 目か ら認 め られ、42目 目や57目
目で も明 らかだった。 またサ ンプ リング時期 が同 じ品種間では含有量の多少関係は逆転 しな





































































































セサ ミンおよび セサモ リン(μg/粒)





















ゴマ1個 体 内 に お け る粒 重 、 セ サ ミ ンお よ び セ サ モ リ ン含 有
量 の 変 動.()内 は 開 花 後 日 数 を 示 す,
a=33956b=71509c:80768
■:粒 重 ◆:セ サ ミ ン ム:セ サ モ リン
サンフシ凋8」母8日に開な 結実した種子を腺 、たO内 囎 澱 後日数を示ナ
第2節 品種 ・系統の成分特性評価のためのサンプ リング法
開花後 日数 により変動す るセサ ミンお よびセサモ リン含 有量を、早晩性の異な る品種 ・系
統問で評価す るためのサ ンプ リング法を検討 した。異 なる播種 区か ら収穫期 を変えた種子 を
用い、セサ ミンおよびセサモ リン含有量に対す る播種 日、収穫 日、供試系統等の影響につい
て解析 した結果、多様な品種や系統間での含有量 の比較は開花時期 と開花後 日数 が揃 った同
じ登熟ステージの莇果 をサンプルにす ることで可能 と明 らかに した(第3表 、第4表)。
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第3章 セサ ミンおよびセサ モ リン含有量 における品種間変異 と遺伝
第,1節 遺伝資源におけるセサ ミンお よびセサモ リン含有量の変異
世界各地の ゴマにおけるセサ ミンおよびセサモ リン含有量の変異 を、農業生物資源研究所
ジーンバンクが保有す る遺伝資源や資源作物育種研 究室が導入 した遺伝資源等約1300点 を
用い調査 した。圃場栽培 し成熟期に収穫 したサ ンプルの 中で650点 のセサ ミンおよびセサモ
リン含有量は、セサ ミン含有量の変異が0.1mg/gか ら10.Omg/gで 平均3.1mg/g、 セサモ リン
含有量の変異 は0.1mg/gか ら9.8mg/gで 平均は1.9mg/gだ った。 これ らの成分含有量の間に
有意 な相関は認 められず、それぞれ の含 有量が多いまたは少 ない特性 は独立 している と推察
した。この中で中国西双版納 の白ゴマ 「H65」は圃場採種が可能で、セサ ミンお よびセサモ リ
ン含有量がそれぞれ10.Omg/gと6.8mg/gと 共に多い ことを見出 した(第6図)。 しか し、こ
の系統は極小粒で極晩生、莇果の着生密度 も疎 と農 業形質に問題があった。そ こでこの系統
































第6図 ゴマ遺伝資源におけるセサ ミンおよびセサモ リン含有量の分布.
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第2節 セサ ミンおよびセサモ リン含 有量の遺伝
セサ ミンお よびセサモ リン含有量の特性 が選抜可能か調査す るため、 これ らの含有量が多
いrH65」 と含 有量が少ない系統の交配を行い、そのF2世 代での含有量 の分離 とF2個 体か ら
展開 したF3世 代 においての世代間相関 を検討 した。
材料は、セサ ミンお よびセサモ リン含有量の共に多い 「H65」とこれ らの含有量の低い 「愛
知 白(AS)」 および富由大学保存の 「TOY㎜058」 を用いた。ユ993年 に温室内でrH65」 と 「AS」
お よびrTOYA融058」 を栽培 し、これ らの正逆交雑 を行い、Fエ種子を得た。1993年 にFI株 を
栽培 しF2種 子 を得た。1994年 にF2種 子 を集団で栽培 しF2の 展開を した。F2集 団お よびF3世
代ではそれぞれの個体ごとに最下着莇果が裂開 した時、個体の茎頂約50cmを 除去 し、その下
約50cm部 分の覇果をサンプ リング した。萌果は乾燥後脱粒 し、セサ ミンお よびセサモ リン含
有量を測定 した。
F2集 団で個体毎のセサ ミンおよびセサモ リンの含有量は多い個体か ら少ない個体まで連続
的に交配親 の中間付近 に分布 した(第7図 、第8図)。 含有量の多いF2個 体か らのF3世 代で
は個体間の含有量の変異が大 きかったが、含有量が中間や少ない個体か ら展 開 したF3世 代で
は変異幅は小 さかった。 また、含有量の世代聞相関は有意で、成 分含有量は遺伝する特性 と























































































セサ モ リン(㎎ ノg)










































































に富山大学 か ら分譲 されたペル ー原産の大粒 白ゴマ系統 「TOY㎜016」 を母本 として 「H65」
を交配 し、両親の形質 を備えた品種 の育成 を行 った。
1993年 度にF1個 体を養成 し、1995年 度はF2集 団よ り個 体選抜、以降系統育種法で含有量 と
農業形質で選抜 と固定を図った。1999年 か ら3力 年、収量および収穫物の品質調査 を行い、
その結果、子実収量はやや多収 でセサ ミン、セサ モ リン共に安定 して高含有量であった こと
か ら、2000年 に 「関東12号 」の地方系統番号を付 与 し地域適応性試験に供試 した。 そ こで
安定 してセサ ミンお よびセサモ リンは高含有量で、対照 品種 と同等以上の収量があることを




第9図Fり 個体とその後代Fa世 代のセサミン含有量.第10図F2個 体 とその後代F3世 代のセサモリン含有量:.
第4章 セサ ミンお よび セサ モ リン高 含 有 品 種 の 育 成
第1節 セ サ ミンお よびセ サモ リン高含 有 品種 の育成 経 過
遺 伝資源 の スク リー ニ ングで 見 出 され た セ サ ミンお よびセ サモ リン高含有 系統 「H65」を 育
これ らの含有 量 が多 く、栽 培 特 性 に優 れ る新 品種 の育成 を行 った。 「H65」 は 、
、種:子が 小 さ く極 晩性 で収 量性 が著 し く劣 った。 そ こで 、1992年
第5表 「ごまぞ う」の地域適応性試験の成績,











茨城 県 ご ま ぞ う7.189
っ くば市(対 照)(7 .坊)(
ご ま ぞ う7。259静岡 県
(対 照 》(7,26)(


















































交配 ト 軌 ごまぞう(関一
H65(d')
.選抜 経 過
年 次 1993 1994 1995 rsss 1997 1998 1999 zooa 2001
世 代 F1 Fz F3 F4 FS Fs F7 Fe Fy
栽
植
系統群数 1 1 1 ユ ユ ユ
系統数 4 26 2 6 3 4 z 5
個体数 4 312 zoao 160 1062 156 120 560 535
選
抜
系統群数 ユ i 1 1 1 i 1
系統数 4 1 1 1 1 1 1 1
個体数 4 26 z 6 3 4 7 5
育成系統図
年 次 1995 19961997199819992000200ユ








第11図 「ごまぞ う」の系譜 と育成経過,
第2節 セサ ミンおよびセサモ リン高含有品種 における成分安定性 の評価
セサ ミンお よびセサモ リン高含有品種 「ごまぞ う」において刈取 り時期 の異 なる収穫物 の
成分安定性を評価 した。セサ ミンお よびセサモ リン高含有品種 「ごまぞ う」 と対照品種 「真
瀬金」 を2001年5月29日 に播種 した。最下着莇果 が裂開 した 日を成熟 日とし、その一週間
前か ら一週間 ごとに刈取った。収穫 した種子は風乾後子実の収量 とセサ ミンお よびセサモ リ
ン含有量を測定 した。
子実重は成熟 日が最大で最下着莇果 の裂開後週数 の経過に伴い、裂開が進む と減少 した(第
12図)。 種子 中のセサ ミンやセサモ リンは、品種間で含有量の多少関係は成熟期間を通 して
同様で、 「ごまぞ う」は全登熟期間を通 じて高いセサ ミンお よびセサモ「リン含有量だった(第
13図)。 以上よ り、 「ごまぞ う」は収穫時期 によ らず安定 してセサ ミンおよびセサモ リン高













































第12図 収穫期間における収量,第13図 収穫期間におけるセサ ミンおよびセサモ リン含有量.
シンボルに平均値、垂直線は標準誤差.シ ンボルは平均値、垂直線は標準誤差.
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第5章 セサ ミンおよびセサ モ リン高含有品種 の機能性評価
ゴマの種子成分であるセサ ミンは・これ を食餌 に添加 して飼育 したラッ トで肝組織 におけ
る脂肪酸代謝酵素の活性や血清中の コレステロール低下での濃度依存的な効果が報告 され て
い る。本研究ではセサ ミンお よびセサモ リン含有量の多い新 品種 「ごまぞ う」 とこれ らの含
有量がその約 半分の 「真瀬金」を食餌 に20%添 加 して飼育 したラ ッ トの生体内での変化 を調
査 し、新品種 「ごまぞ う」の生体内における機能性 を評価 した。
Spregue-Dawley雄 ラッ トを市販飼料 ㎜(オ リエ ンタル社 、東京)で 予備飼育後、ランダ
ムな4集 団分 けた。新品種 「ごまぞ う」 と 「真瀬金」を各々飼料 の20%添 加、対照 としてコ
ー ン油を20%添 加 した飼料 を作成 し、各飼料 は供試す るゴマ種子 の粗蛋 白量 と粗脂肪量か ら、
飼料間でそれ らが同 じ量 となるよ うに脂肪については ゴマ と脂肪酸組成 の近いコーン油で調
整 し、蛋 白はカゼインで調整 した。雄 ラッ トは16日 間の飼育後 、肝臓の脂肪酸代謝酵素活性 、
脂肪 酸合成酵素活性、卑清 中の中性脂肪量を測定 した。
16目 間飼育 した各飼料 区間で ラッ トの飼料摂食量 、体重増加 量、最終体重 には有意差は認
め られなかった。 「ごまぞ う」 を添加 して飼 育 した ラッ トで、 「真瀬金」添加 区より有意 に
脂肪酸代謝酵素活性 の上昇効果が高 く(第6表)、 また、血清の中性脂肪 レベルは 「ごまぞ
う」添加区で、 「真瀬金」,添加 区より有意に低下 した(第7表)。 脂肪酸合成酵素の活性 は
ゴマ を食餌に添加す ることで低下す るが 「ごまぞ う」 と 「真瀬金」 の間に有意 な差は認 め ら
れ なかった。従 って、セサ ミンお よびセサモ リン高含 有品種で ある 「ごまぞ う」は既存 のゴ
マ 品種に比べて肝臓における脂肪酸代謝促進機能 と血清 中の中性脂肪 を低下 させる機能 に優
れ た品種 と実証 した(第6、7表)。
第6表 肝臓 における脂肪酸代謝酵素活性に及ぼす 「ごまぞ う」の影響.
酵 素 活 性(μmo1/皿in/体 重100gあ た り肝 組 織)
食餌グループ ア シルCo-A酸 化 酵 素 カル ニ チ ン3一 ヒ ドロキ シ ア シル ーCoA3一 ケ トア シル ーCoA
















7～8匹 の 平 均 値 ±SE,異 文 字 はp<0.05で 有 意 差 有,
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第7表 血清お よび肝組織 中の脂肪 レベルに及ぼす 「ごまぞ う」の影響
脂質成分

























7～8匹 の 平7±SE.子 はP<0.05で 思.
まとめ
本研 究は、 ゴマ種子 中に含まれ る機能性成分であるセサ ミンお よびセサモ リンに着 目し、
その含有量を高 めた新 しい品種 の育成 を 目標 とした。 まず、対象成分の簡易測定法の確立 と
成分の生理的な変動特性の解析 によりその含有量に対す る評価法 を確立 し、多数の遺伝資源
における含有量の変異を調査 した。遺伝資源のスク リーニ ングで見出 した育種素材 を用い、
目本での栽培に逼 しセサ ミンおよびセサモ リン含有量の多い新 しい:ゴマ品種 を育成 した。更
に、育成 した薪 品種の生体内での機能性 を動物実験によ り実証 した。
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論 文 審 査 結 果 要 旨
ゴマ はわ が国では古 くか ら栽培 され,油 料作 物 あるいは食 品素材 として利 用 されて きた。近年 では
ゴマ種子 中に比較 的多 く含まれ るセ サ ミンとセサモ リンの健 康に対 す る機 能性 が評価 され
,今 後 は需
要の増加 が期待 され てい る。 しか し,ゴ マの 自給率は低 下傾 向にあ り,国 産 ゴマの振興 策が求 め られ
てい る。 ゴマ作 の振興 には,品 質改 良に よ り商品価 値 を高 め,ゴ マ栽培の収益性 を上げ るこ とが課題
であ る。
本 研究は,ゴ マ種子 に含 まれ る機能性成 分であ るセサ ミンお よびセサモ リンに着 目し,こ れ らの成
分含有量 を高 めた新 しい ゴマ品種 を育成す ることを 目的 として行 った。本研究では まず,種 子 中のこ
れ ら成 分の迅速分析 法 につ いて検討 した。従来 の分析法 では ク ロロホルム:メ タ ノール2:1混 合液
を用いてい たが,こ れ を毒性 の低いエ タ ノール に変 え,試 料種 子量,抽 出回数,抽 出液の精製法 を検
討 し,よ り安全で簡便 にセサ ミンお よびセ サモ リンを定量す る方法を開発 した。 この測定法 によ り,
ゴマ個体内 に着生す る朔果 中種子 のセサ ミンお よびセサモ リン含 有量が,種 子の成熟過程 によ り,ま
た着 生位置 によ りどの よ うに変動す るか につ いて検討 した。 その結果,セ サ ミンお よびセサ モ リン含
有率は開花 日,開 花後 日数お よび朔果着生位置 のいずれ にも規制 され て変動す るこ とが判 明 した。 し
たが って,多 数サ ンプル の成 分含有率 を比較す る場 合は これ らの変動 要因を考慮 す る必要 がある こと
を明 らかに した。
次いで本 研究で 開発 した迅速 簡測定法 を用 い ることによ り,セ サ ミン ・セサモ リンを選抜指標 とし
て多数の遺伝 資源 を対象 にス ク リー ニ ングを行 った。その結果,両 成 分 が極 めて高い品種 「H65」 を
見出 した。 この品種 と農業 形質 が優れ る品種 「TOYAMAO16」 とを交配 し,圃 場試験 によ る農業形質
の検 定 と成 分分析 に よる選抜 を重ね,両 親 の特性 を併 せ持 った系統 「関東12号 」 を育成 した。 この
系統 の地域適応性試験 を行 った ところ,セ サ ミン ・セサモ リン含有率 は栽 培地にかかわ らず安定 して
いる こと,ま た収 量性 は各栽培地の標準 品種 に劣 らない ことが示 された。2002年,こ の系統 は 「ごま
ぞ う」 と命名 され,わ が国初 の ゴマの農 林登録 品種(ゴ マ農林1号)と なった。
続 いて本 研究で は,ご まぞ うの機能性 を評価す るた め,動 物実験 を行 った。 ごまぞ うを食餌 に添加
した場合,対 照 品種 添加 に比較 し,生 体 内での脂肪酸 代謝酵素(ア シルCo-A酸 化 酵素,カ ル ニチ ン
パル ミ トイル転移 酵素,3一 ヒ ドロキシア シル ーCo-A水 素酵素,3一 ケ トアシルCo-A開 裂 酵素)が 有
意に高ま るこ とを見出 した。 さらに,脂 肪酸代謝酵素活性 ・合成酵素活性 に変化 がみ られ たラ ッ トの
血清 や肝組 織での脂肪 レベル を測 定 した ところ,ご まぞ う給餌 区では血清 中の中性脂肪 が有意 に低 下
してお り,肝 組織 中の リン脂質 の増加 が認め られ た。
以 上の よ うに,本 砥究 は,ゴ マ種 子に含 まれ る機能性成 分 である リグナ ンの中で特にセサ ミン とセ
サモ リンに着 目し,成 分 の迅速 分析 法お よび この方法 を用い た遺伝 資源 の適 正な評価 法 を開発 し,こ
れ らの成 分 を多 く含む こ とに よ り機能性 を高 めた ゴマの新品種 の育成 に成 功 した。 さらに,育 成 した
新 品種 を摂食 した場合 の生体 内での機能性 を動物 実験に よ り実証 した。
以 上のこ とか ら審査員 一同は,本 研 究者 に博 士(農 学)の 学位 を授与す るに値す るもの と認定 した・
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